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重点２ 
資質・能力を育成する 

ための教師の関わり 

重点１ 

児童自身が決める場の設定 

互いに認め合う温かい人間関係づくり 

２．研究構想図 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さわやかタイム   木曳野しぐさ   家庭学習 

粘り強さを発揮できるように、知識・技能の確実な定着

を図る 

主題   粘り強く取り組む子 

副題    ― 自ら学習を調整する姿を求めて― 

自ら学習を調整 

個別最適で 

協働的な学びの

一体的な充実 

粘り強さ 

学校教育目標 

人間性豊かな児童の育成をめざし、知・徳・体の基礎を培う 


